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気道過敏性測定気道過敏性測定気道過敏性測定気道過敏性測定    ＡＰＳＡＰＳＡＰＳＡＰＳ（Aerosol Provocation System）の特長 

 

既存の吸入法による薬剤負荷試験は、薬剤の準備に労力をかけています。ＡＰＳでは１濃度の薬剤（複数の

薬剤でも可能）を準備するだけで試験が可能です。これは、薬剤噴霧量の制御ができる機構によるもので薬剤

吸入中のフローを計測し吸気に同調して正確な量を噴霧する設計となっているためです。また、薬液を室内に

噴霧しませんので室内が汚染させません。 

限界値の設定や吸入ごとの噴霧量の設定、手動による測定の停止などの機能により被検者の安全を確保

しています。 

ＡＴＳに準拠したプロトコルで吸入負荷試験が可能で、誘発反応は IOS による呼吸抵抗測定やフローボリュ

ーム測定のどちらでも評価できます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

APS（薬剤噴霧器) 

ネブライザ

設定画面：噴霧量や濃度、呼吸回数などを設定できます 

 

ATSATSATSATSでのでのでのでの吸入負荷吸入負荷吸入負荷吸入負荷プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル    

Step 1: Dose      21.6  

Step 2: Dose      DD.2  

Step D: Dose      D0.0  

Step D: Dose     180.0   

Step 5: Dose     D60.0   

Step 6: Dose     720.0   

Step 7: Dose    1DD0.0   

IOS との組合せ 
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特長 

① スパイロメトリやＩＯＳ、ボディボックスによる気道抵抗での評価ができます。 

② フローセンサとバルブを組み合わせることで薬液噴霧を適確且つ正確な量を吸入します。 

③ 被検者の吸気時のみに同調して薬剤を噴霧するので室内に放出されません。 

④ 噴霧される粒子が D.2 µm と非常に小さいのでより効率よく肺に薬液が吸入できます。 

⑤ ＡＴＳにて準拠したプロトコルで吸入負荷試験ができます。 

⑥ ＡＴＳのショートシーケンスでは薬液が 1 種類のみと測定準備が容易です。 

⑦ ＰＤ（刺激投与量）かＰＣ（刺激濃度）の限界値（PD20 や PC20）の設定とメッセージを促します。 

⑧ パラメータと波形表示や報告書を自由に設定できます。 

 

 

 

 
薬剤吸入量 

測定中の画面 

吸入負荷試験の

プロトコル表示 

測定の結果を数

値で表示 

測定の結果を

グラフで表示 

薬剤濃度 

薬剤吸入量 

薬剤名 


